TEAM阿闍梨のナヴィゲーション（2014ロゲイニング世界選手権）
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	Sは３ｋｍほど北で、ここまで20点のCPを道すがらとっている。60は沢をつめればよい易しいCPが、1:33000だし、地面がラフなので、距離感は狂いやすい。

次の41（１が見えない）は、オリエンテーリングの感覚なら直進だが、大事をとった。実際には道から獣道がついており、たぶんこのほうが早い。

100後の脱出でうろうろしているのは、地形表現がややおかしく、どこにいるか分からず、「とにかく西に行こう」となったため
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	80や64は、地形がはっきりしているので、問題ない。沢筋も通りやすい。
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	WS後の85は、いちおう沢に描いてあるが、全く分からなかった。ただ直進はどんぴしゃり。歩測をしていないと、もしぴたっと当たらない時にどうしていいか分からない。
91は地形ははっきりしているが、手前の尾根が思ったよりも広く、やや蛇行する。
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	90、尾根に上がればいいようだが、実際には２段階の段差になっており、不安がぬぐえず。とにかく北向きの斜面が出てくるまで上がればいいのだ、とロジカルに考えないと大変。
次の102は、最後の沢分岐から沢筋がとおりにくい、CPのある左岸の少し高い位置を進む。もちろん歩測はし、沢底との距離を保つ

　58は簡単だが、150m登る。消耗した。このCPはパスして、69を経由して95にいくべきだった。
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	すでにHHへの帰還が２時すぎる可能性が濃くなったので、弱気になり、65はパスしようかという話しになったが、田島が強気で取ることにした。
実際には簡単で登りもそれほど多くはなかった。65からの出も歩きやすく、タイムの伸びはせいぜい15分くらい。

この後日が暮れて、ナイトナヴィゲーションになる。

93、103、74はこの日の核心部。93は簡単なように見えるが、暗闇の中ではずすとどうしようもない。多少無駄でも確実なエイミングオフしたい。獣道を見つけ、北に流れていることを承知で登り切る。尾根は分かりやすい。尾根上をだいぶ南に歩いた。近くにいた男子チームは我慢できず戻ってしまったが、十分エイミングオフを意識したので、南に進み続けることができた。また等高線が１本あるので、がっつり登りが始まるまでは進む、と考えて鞍部に到達。
103はとにかく直進、そしてピークを捉え、そのまま東方向の尾根に進むというプラン。実際にはピークにあがるまでに岩山が出てきたり、ピークもだらっとしていたり、かなり気を遣った。しかし山の北側にいれば、とにかく大きくくだらないように東に進めば絶対にCPのある尾根に入るとロジカルに考え進み続ける。

74もエイミングオフをして、尾根をたどる。登り方から、手前の鞍部にでるだろうと予想したら、その通りだった。
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	92は、入り口からピストンの予定だったが、止まったチームが居て「おまえ等92にいくのか？」と聞かれて、「ああ、考えている」と答えると「すげえ、藪だぜ」と言われて、あっさり却下。
46、56もさすがにとりにいくと朝5時を超えることが見えてきいたので、パスした。実際には63に向かったあがる小道がなかったので、56を取ったほうがむしろよかったかも。
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	63は、道がなかったことと、沢の中がラフで地図以上に曲がりくねっていた関係上、全く自信が持てなかった。歩測も相当多くなってしまったが、沢底を進むと一段ある台地によって尾根側の地形も見えず。諦めかけたが、斜面の方向は概ね東西に平坦に伸びていることから、63の近くにいるとは考えられた。そして最初の南西方向の曲がりがあったので、少し戻ったところの斜面を一回だけ（約10分くらいの見積もり）見に行こうということになった。
少しくぼんだところを上がったが、何もなかった。少し左を上がっている田島が「あそこ光っているかもしれない」という。確かにそう思える。50m以上の距離はあっただろう。視界やよいようだったが、反射板がなければ絶対に見つからなかった。

106は、オリエンテーリングっぽいナヴィゲーションがでいる。手前の小さなくぼみを無視して、歩測で進む捉える。
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	70からは、セカンドループ。もう夜も明けていて、完全に明るい。78に直進するつもりだったが、オープンをつなくと思われる道の跡があったので、それをたどる。目立ちそうなピークだが、森が深く傾斜が上がっている以外片鱗はない。コンパスワークと歩測は行う。中腹まで上がってようやくピークが見える。
　105も注意が必要と思われるCP。明るくなっていたので、やや不用意に方向の変化を繰り返してしまった。ここも当然歩測。

71もファインな歩測とコンパスワーク。
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	79は斜面を20mほど斜めに下る注意を必要とするCP。ここは鞍部からかなり丁寧に歩測とコンパスワーク。左から張り出す尾根が捉えられ、歩測ともあっていたので、ドンぴしゃ。
　このエリアは、CPが多く、時間を調整しながら最後に回るのにはうってつけ。脚も疲れているなりに動けたので、時間は計算できた。概ね残り1:45なので、44に向けて直行する必要はなく、61、51と回れそう。そこで時間がなくなれば23のみ取ればよい。逆に時間があれば32＞23と回れ、それでも時間があれば44にいけばよい。かなり自由自在に調整が可能。結局コントロール間はいずれも20分でカバーできたので、計算づくで44をとり、３分前にフィニッシュ。

	
	


